
（実施類型） （取組の概要） （実施（予定）時期）

（取組の効果額） （取組の効果額内訳）

（取組の概要） （検討状況・課題）

（取組の概要） （（実施済のみ）性能発注内容） （実施（予定）時期）

（取組の効果額） （取組の効果額内訳）

（取組の概要） （検討状況・課題）

平成

24 10 1

年 月 日

平成

20 4 1

施設名

●

業種名

水道事業 ―

事業名

包括的
民間委託

116.4 百万円(年)

●  
実施済 ●

経営統合
施設の

共同設置・利用

取組事項 （水道事業）広域化等

団体名

柏崎市

PPP/PFI方式
の活用

現行の経営
体制を継続

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

地方独立行
政法人への

移行
指定管理者

制度

民間活用
広域化等

●

検討中

実施予定   

施設管理の
共同化

管理の一体化

日

2.5 百万円(年) （導入当初の試算）
①人件費　年△8,100万円
②委託費　年　8,500万円（これまでの委託費と相殺）
③システム開発、データ移行等その他経費　年△1,400万円
①+②+③÷4＝250万円　4会計（ガス、水道、公共、農排）で按分

実施予定

料金業務を包括業務委託する
ことで人件費の削減の他、お客
様サービス、業務品質及び収納
率向上の効果が図られると見
込み検討の末、導入に至った。

料金業務全般（検針から徴収
に至るまでの全て）

取組事項 民間活用（包括的民間委託）

実施済 ●

検討中

年 月

平成17（2005）年5月の市町合併に
よる旧西山町への給水区域拡張
事業に伴い、刈羽村内を通過する
配水管を布設することとなった。こ
れを受け、同村から編入要請があ
り、平成24（2012）年10月1日付け
で刈羽村の水道事業を統合したも
のである。

①料金収入　年1億2,000万円（当時の試算）
②企業債償還　年△360万円　　　計　1億1,640万円
※その他、刈羽村からの負担金32億円
※後年度に発生すると見込まれる更新、改良に要する経費は除く

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和5年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況



（取組の概要） （（実施済のみ）性能発注内容） （実施（予定）時期）

（取組の効果額） （取組の効果額内訳）

（取組の概要） （検討状況・課題）

月

取組事項 民間活用（包括的民間委託）

実施済 ●

検討中

年 日

2.5 百万円(年) （導入当初の試算）
①人件費　年△8,100万円
②委託費　年　8,500万円（これまでの委託費と相殺）
③システム開発、データ移行等その他経費　年△1,400万円
①+②+③÷4＝250万円　4会計（ガス、水道、公共、農排）で按分

実施予定

料金（使用料）業務を包括業務
委託することで人件費の削減の
他、お客様サービス、業務品質
及び収納率向上の効果が図ら
れると見込み検討の末、導入に
至った。

料金（使用料）業務全般（検針
から徴収に至るまでの全て）

民営化・
民間譲渡

地方独立行
政法人への
移行

指定管理者
制度

民間活用
広域化等

団体名

柏崎市

PPP/PFI方式
の活用

現行の経営
体制を継続

抜本的な改革の取組

事業廃止

施設名

●

業種名

下水道事業 公共下水道

事業名

包括的
民間委託

平成

20 4 1

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和5年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況



（取組の概要） （（実施済のみ）性能発注内容） （実施（予定）時期）

（取組の効果額） （取組の効果額内訳）

（取組の概要） （検討状況・課題）

平成

20 4 1

施設名

●

業種名

下水道事業 特定環境保全公共下水道

事業名

包括的
民間委託

団体名

柏崎市

PPP/PFI方式
の活用

現行の経営
体制を継続

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

地方独立行
政法人への
移行

指定管理者
制度

民間活用
広域化等

日

2.5 百万円(年) （導入当初の試算）
①人件費　年△8,100万円
②委託費　年　8,500万円（これまでの委託費と相殺）
③システム開発、データ移行等その他経費　年△1,400万円
①+②+③÷4＝250万円　4会計（ガス、水道、公共、農排）で按分

実施予定

料金業務を包括業務委託する
ことで人件費の削減の他、お客
様サービス、業務品質及び収納
率向上の効果が図られると見
込み検討の末、導入に至った。

料金業務全般（検針から徴収
に至るまでの全て）

取組事項 民間活用（包括的民間委託）

実施済 ●

検討中

年 月

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和5年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況



（取組の概要） （（実施済のみ）性能発注内容） （実施（予定）時期）

（取組の効果額） （取組の効果額内訳）

（取組の概要） （検討状況・課題）

平成

20 4 1

施設名

●

業種名

下水道事業 農業集落排水施設

事業名

包括的
民間委託

団体名

柏崎市

PPP/PFI方式
の活用

現行の経営
体制を継続

抜本的な改革の取組

事業廃止
民営化・
民間譲渡

地方独立行
政法人への
移行

指定管理者
制度

民間活用
広域化等

日

2.5 百万円(年) （導入当初の試算）
①人件費　年△8,100万円
②委託費　年　8,500万円（これまでの委託費と相殺）
③システム開発、データ移行等その他経費　年△1,400万円
①+②+③÷4＝250万円　4会計（ガス、水道、公共、農排）で按分

実施予定

料金（使用料）業務を包括業務
委託することで人件費の削減の
他、お客様サービス、業務品質
及び収納率向上の効果が図ら
れると見込み検討の末、導入に
至った。

料金（使用料）業務全般（検針
から徴収に至るまでの全て）

取組事項 民間活用（包括的民間委託）

実施済 ●

検討中

年 月

公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和5年3月31日時点）

実施状況

抜本的な改革の取組状況


